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九州北部地方の梅雨明けが７月８日と平年より１１日早く、その後、少雨と高温が続き農作

物、畜産への影響が懸念されます。

つきましては、被害を回避するため農作物、畜産の適正な管理及び用水の効率的利用等、

干ばつおよび高温にむけた技術対策について、下記対策を徹底して下さい。

なお、次作以降、作物や圃場へのかん水が困難な場合は、ボーリングによるかん水用の水

の確保、貯水槽の設置及びかん水資材の導入整備などもあわせて検討願います。

１．水稲

【共通】

（１）節水対策

①間断かん水や飽水管理、走水かん水の節水管理に努める。

②常時、貯水量を把握し、用水の絶対量が不足した場合は受益者の話し合いにより計画的

配水に努める。（すべての水田に同時配水でなく、区域を決め順々に配水する。）

③ほ場の漏水対策を徹底する。最低必要量の走水により亀裂の発生を防ぎ、もし、亀裂を

生じた場合は田面を軽く削って亀裂を埋めるか、降雨や水が入り次第に軽く中耕して亀

裂を埋める。特に畦畔の漏水防止を徹底し、付近の青草を刈って敷く。

（２）用水確保対策

①地下水を利用できる場合はボーリング水や井戸水を確保する。

②河川水の利用に向け、ポンプの台数や設置場所を確保する。

③還元潅漑（排水の循環利用）を工夫する。

【早期水稲】

（１）出穂期以降は、高温になると稲体の消耗が早まり、穂への澱粉蓄積速度のバランスが崩

れ、白未熟粒の発生や充実不足等、品質・食味に影響を与える。

このため、用水の確保ができる水田では、掛け流しかん水などによる地温や水温の低下

対策を講じる。

（２）用水が不足する水田では、登熟期間は田面が乾かないよう間断かん水や飽水管理、走

水かん水の節水管理に努める。

【普通期水稲】

（１）中干しを実施している圃場は、強い中干しは田面の亀裂が大きくなり、その後の湛水が

困難になる恐れがあるので注意する。また、節水管理には田面の溝切りが有効なため、中

干し開始時に作溝する。

（２）水稲の出穂前後の時期は生育期間で最も水を必要とする時期であるため、この時期は

湛水または湿潤状態を保つようにする。また、高温に伴い稲体が消耗し、登熟後半に肥料



切れとならないよう、幼穂等の観察に努め、穂肥の施用時期や施用量の適正化に努める。

（３）出穂期以降の管理は早期水稲に準じる。

（４）高温・乾燥条件下では、コブノメイガ等の食葉害虫やウンカ類では増殖速度が速まり世

代交代が促進され大発生となりやすくなることや、高温により、紋枯病及び穂吸汁性カメ

ムシ類の多発生が懸念される。このため、発生状況を見極め、適期防除を心がける。

２．大豆

（1）高温･乾燥条件下では、ハスモンヨトウ等の食葉性害虫の発生や活動が活発になるので

フェロモントラップや圃場観察により発生に留意し、適期防除に努める。

（2）開花期には多くの水分を必要とするので、葉が裏返るなど乾燥した圃場で用水が確保

できる場合はうね間かん水を実施する。

３．野菜

【共通】

（1）かん水は、時間帯に注意し、特に高温が予報される日は早朝・夕方に実施する。

（2）ハウスのかん水は、湿度が高くなりやすいため、夜間や曇雨天時は、循環扇を使用する

などして湿度を下げる。循環扇は、局所的な高湿空気の滞留を防ぎ、室内温度の均一化

に効果的である。

（3）地温上昇の抑制や土壌水分の保持を図るため、適宜、地温抑制マルチや敷わら等を活

用する。

（4）曇天後に、急に晴れて高温強日射にさらされると激しいしおれを起こすことがあるの

で速やかに遮光を行えるように準備しておく。

（5）園芸用ハウスでは、妻面・側面または天窓を開放するとともに、遮光資材等を使用し、

ハウス内の温度上昇を抑制する。さらに、換気扇や細霧冷房などにより、適切な温湿度管

理に努める。

（6）こまめな除草や側枝、弱小枝及び下葉を除去し、風通しを良くする。

但し、土壌乾燥が激しい時の中耕除草は避ける。実施する場合は、表面のみ軽く削る程

度にとどめる。

（7）植替用の苗を準備しておく。なお育苗床では、コンテナなどによる育苗箱のかさ上げや、

セルトレーや苗の間隔を十分に広げるなど、風通しを良くする。

（8）軟弱に生育している作物は薬害を生じやすいので、薬剤散布を行う際は使用基準の範

囲内で散布濃度を低めにする。

(9)施肥（追肥)は固形肥料では吸収されにくいので、液肥をうすく施す。

【いちご】

（１）ポット苗は、寒冷紗等の高張りにより葉焼けを防止するとともに、午前中の温度の低い

時間帯に丁寧に十分量かん水する。極度に乾燥する場合は、夕方に少量のかん水を検討

する。曇天から晴天への急激な天候の変化があると水不足によりしおれることがあるの

で、天候が急変しそうな時はかん水管理には注意する。

(2)かん水が少ないと、苗の充実不足となるので育苗ポット内に確実にかん水を行う（手か

ん水、点滴かん水等）。

(3)施肥についてはポットへの置き肥の追加は行わず、液肥を施用する。

(4)ハダニの発生に注意し、適期防除に努める。

【アスパラガス】



(1)乾燥防止のため、株元を中心に堆肥を施用する。また、午前中からの土壌水分の減少が

多くなるため、可能な限り午前中からのかん水を行うようにする。

(2)適度な整枝を行い、ハウスの妻面、側面、谷部を極力開放し、風通しを良くして下温対

策に努める。

(3)寒冷紗被覆等により下温対策を行う。

(4)スリップス、ヨトウムシ類等の害虫防除に努める。

【夏秋果菜類】

(1)できるだけ厚めの敷わらを行い、可能な所はかん水を行う。

(2)草勢が低下しないよう、液肥の追肥および早めの摘果を行い、植物体の負担を軽くす

る。

(3)老化葉、黄色葉を中心に適切に摘葉し、水分の過剰な蒸散や呼吸の抑制に努める。

（4）カルシウム欠乏、鉄欠乏、ホウ素欠乏等の生理障害対策として、必要に応じて葉面散布

を行う。

４.果樹

【共通事項】

(1)敷わら、敷草を行い、土壌水分の蒸発防止に努める。刈り取った草は樹冠下に敷く。土壌

の乾燥状態や生育に応じてかん水を行う。特に幼木はこまめなかん水を行う。

(2)薬剤散布は、早朝の涼しい時間帯に行う。

【みかん】

(1)シートマルチ栽培を行っている園では、かん水チューブ等によるドリップかん水等により、

地表面に直接かん水できるよう配慮する。

(2)水分ストレス付与による増糖効果を高める時期なので、早朝に葉の巻き具合や葉色の変

化など樹勢の状況を見てかん水するかどうかを判断する。かん水量は 10ａ当たり 2～３ｔ

程度とし、その後の樹体の回復状況を見てかん水を追加する。

なお、10 日間の果実肥大横径が 3mm を下回った場合は、かん水を実施する。

(3)日焼け果発生軽減のために、炭酸カルシウム水和剤の散布により果皮の降温対策を行

う。

(4)ハウスみかんでは寒冷紗の被覆を行ない、ハウス内の温度を下げるように努める。

【びわ】

(1)極端な土壌の乾燥は、着房過多となり、樹勢の低下を助長するため、充分なかん水を行

った後に敷きわら、敷き草を行う。

【なし】

(1)高温等により熟期が早まる可能性があるので適期に収穫を行う。また収穫は気温が低い

早朝に行う。

(2)中晩生品種は高温と土壌の過乾燥が続くとヤケ果や水ナシ果になりやすいので、充分な

かん水を行った後に敷草、敷わらを行う。

【ブドウ】

（１）土壌の極端な乾燥後の多量の降雨は、裂果の発生を助長するため、過度な乾燥状態とな

らないように、こまめなかん水により土壌水分を保つ。



（２）高温等により果実の減酸は早く、着色が遅れる傾向にあるので品質を確認し適期に収

穫を行う。

５.茶

（１）茶園の外周およびうね間の土壌管理として、敷わらや敷草等を行い地表面からの水分

蒸発を防ぐ。

（２）茶樹の株元から株内への頻繁なかん水に努める。かん水は朝夕の涼しい時間帯に行う。

（３）深耕・裾刈り作業を中止する。

（４）かん水後には、野草・カヤ等で株元付近をマルチする。

（５）既に落葉等の被害を生じ始めた茶園では、かん水時に肥料を溶いて、液肥として株元に

施用する。ただし、多肥になると根の活性を弱めるので注意する。

（６）クワシロカイガラムシ、カンザワハダニ、チャノミドリヒメヨコバイ等の害虫発生に注意し、

適期防除に努める。薬剤散布は、早朝の涼しい時間帯に行う。

６.花き

（１）ハウス内が著しく高温になる場合は、可能な限り妻面、側面、谷部を開放し、風通しを良

くする。また遮光・遮熱資材や循環扇等の利用により降温対策を行う。

（２）ヨトウムシ類、ハダニ類、立枯れ病等の発生に注意し、適期防除に努める。

（３）薬剤散布は、朝夕の涼しい時間帯に行う。

（４）露地栽培の小ギクについては、夕方などの涼しい時間帯にかん水する。また、マルチ栽

培を実施していない圃場は敷わら・敷草を行い、土壌水分の蒸散防止に努める。

（５）カーネーション苗が定植後に枯れた場合は、補植苗を移植する。

７.畜産

【飼料作物】

(1)干ばつの被害で正常な生育が期待できない場合は、早目に刈り取り、乾草、サイレージ

として、貯蔵して利用する。ただし、ソルガムが草丈１ｍ未満の場合は、給与しない。

(2)幼植物の時期に干ばつ状態がつづく時は、かん水を必要とするが、一度行うと、中断に

より枯死する事があるため、生育が安定するまで、かん水を継続する。

(3)干ばつ状態が続くと、アワヨトウ、アブラムシ等の害虫が異常発生することがあるので、

早期発見と防除に努める。食害被害の進度が著しい場合は、早急に刈り取り作物被害の

軽減を図る。

(4)ソルガムの遅播き等で今後の生育が期待できない場合は、再播種を行うか、青刈ヒエ類

を作付ける。

(5)放牧地等草地については、過放牧、過度の低刈りや短い間隔での刈り取りを避け、貯蔵

養分の消耗を軽減して草勢の維持に努める。

【家畜】

（１）飼育密度の緩和、換気扇や扇風機による畜体等への送風や散水・散霧を行い、家畜の体

感温度の低下に努める。

（２）寒冷紗やよしずによる日除け、屋根裏・壁・床への断熱材の設置、屋根への消石灰の塗

布等により、畜舎環境の改善に努める。

（３）良質で消化率の高い飼料の給与、ビタミンやミネラルの追給及び清浄で冷たい水の給

与に努める。

（４）観察の頻度を増加させることにより、健康悪化の兆候がないか等、家畜の健康状態をよ



く把握し快適性に配慮した飼養管理に努める。


